
ふ
る
さ
と
再
発
見
講
座

〜
季
節
の
食
材
を
使
っ
て
ふ
る
さ

と
の
味
を
学
び
ま
せ
ん
か
〜

　
今
回
作
る
料
理
は

　
　
　
く
さ
も
ち

　
　
　
田
植
え
煮
物

・
日　

時
：
６
月
13
日
㈮

　
　
　
　
　

19
時
〜
21
時
30
分

・
場　

所
：
飯
山
市
公
民
館
１
階

　
　
　
　
　
　
　
調
理
実
習
室

持
ち
物
：
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

持
ち
帰
り
用
容
器
、
筆
記
用
具

・
受
講
料
：
２
０
０
円

・
材
料
費
：
４
０
０
円

・
対
象
者
：
飯
山
市
内
在
住
ま
た

　
　
　
　
　
　
　
は
在
勤
の
方

定　
員
：
20
名

（
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
）

募
集
期
間
５
月
20
日
㈫
〜

　
　
　
　
　
　
　
５
月
30
日
㈮

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

飯
山
市
公
民
館
☎
62
３
３
４
２

・
サ
ー
ク
ル
活
動
日

毎
月
第
１
、
第
３
月
曜
日　

午
前

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

飯
山
市
公
民
館
２
０
１
教
室

・
お
問
合
せ
先 

飯
山
市
公
民
館　
☎
62
３
３
４
２

※
活
動
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
か
ら
の

紹
介
、
メ
ン
バ
ー
募
集
の
記
事
を
随

時
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
詳
し
く
は

飯
山
市
公
民
館
☎
62
３
３
４
２
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

総
合

学
習
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　飯山市北端の岡山地区桑名川
と、野沢温泉村の市川地区七ヶ巻
を結ぶ渡しで、千曲川の渡し舟と
して最後まで残っていました。川
幅約130ｍの千曲川にワイヤー
ロープを張り、両岸に船着場と簡
単な待合小屋を設け、手で繰る渡
し舟でした。この舟は飯山から野
沢温泉村へのスキー客の足ともな
り、東京から飯山線で桑名川に降
り立ったスキー客が川岸に出ると
渡し舟がやってきて、スキー場の
ある七ヶ巻に運んでくれました。
　昭和52年（1977）、永久橋の
市川橋が建設されました。やがて
船頭の後継者難となり、昭和58
年（1983）を最後に渡し舟は姿を
消しました。

桑名川（七ヶ巻）

雪国大学・公開講座　学習会シリーズ　外国文化を学ぶ

「ホストファミリーになって異文化交流をしてみませんか？」
　　　　―国際交流クラブでの体験とスカイプでの触れあい―
　飯山市公民館では、国際交流とインバウンド・ツーリズムによる、「新幹線時代にふさわしい
地域活性化」を一つの目標に掲げて、〈外国文化学習〉と〈おもてなし・学習〉に取り組んでい
ます。
　その一環として、「外国文化を学ぶ」シリーズ・学習会①を計画いたしました。
　国際化の時代、国際交流を学び、外国の方とお友だちになるきっかけにされてはいかがでしょ
う。是非、ご家族でご参加ください。

◆日　　時 ：5 月 31日（土）13：30～ 15：00　( 受付 13：00～ )
◆場　　所  ：飯山市公民館２階　講堂
◆講　　師：宮澤純子氏（戸狩温泉在住）
◆参 加 費 : 無料
※国際交流の体験談やスカイプによる外国との交信もご覧いただける予定です。
◆お問い合わせ先 ：飯山市公民館　☎６２－３３４２

◆日　　時 ：６月１０日（月）午後１時 30分～３時３０分　　   ◆参 加 費 : ３００円
◆場　　所  ：飯山市公民館２０６教室　　　　　　　　　　　　　◆申込期間：5月３1日（金）まで
◆定　　員：１２名（定員になり次第締め切り）　　　　　　　　  ◆申 込 先 ：飯山市公民館　☎ 0269-62-3342
◆講　　師：ラフターヨガ認定ティーチャー　池田　信子氏
◆そ の 他 ：・申し込まれた方へは、後日詳しいご案内をお送りします。
　　　　　　・この講座は介護予防教室と共催の事業となりますので、あらかじめご了承ください。
　　　　　　・講座は全６回を予定しています。

・
土
木
工
事
等
を
計
画
さ
れ
て
い

る
皆
様
へ

　

市
内
で
、掘
削・構
築
物
の
建
築・

盛
土
な
ど
の
土
木
工
事
（
個
人
住

宅
の
基
礎
工
事
を
含
む
）
を
計
画

し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
事
業
計

画
地
が
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
で
な

い
か
、
あ
る
い
は
そ
の
周
辺
で
な
い

か
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
埋
蔵
文
化
財
・
埋
蔵
文
化
財
包

蔵
地
と
は

　

埋
蔵
文
化
財
と
は
土
地
に
埋
蔵

さ
れ
て
い
る
文
化
財
を
い
い
、
こ
れ

ら
埋
蔵
文
化
財
が
存
在
す
る
、
あ

る
い
は
存
在
す
る
可
能
性
が
高
い

土
地
を
「
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包

蔵
地
」
と
い
い
ま
す
。

　

飯
山
市
内
に
は
こ
の
周
知
の
埋

蔵
文
化
財
包
蔵
地
が
３
２
４
カ
所

あ
り
ま
す
。
埋
蔵
文
化
財
は
一
度

破
壊
さ
れ
て
し
ま
う
と
復
元
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
や
む
を
え

ず
保
護
が
で
き
な
い
場
合
は
、
保

護
措
置
が
取
ら
れ
ま
す
。

　

包
蔵
地
内
で
土
木
工
事
等
を
行

う
場
合
、
文
化
財
保
護
法
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
工
事
着
工
の
60

日
前
ま
で
に
長
野
県
教
育
委
員
会

へ
の
届
出
が
必
要
で
す
。（
受
付
は

飯
山
市
教
育
委
員
会
）

・
ま
ず
は
相
談
を

　

土
木
工
事
等
の
計
画
の
際
に
は
、

飯
山
市
教
育
委
員
会
学
習
支
援
課

文
化
振
興
係
へ
ま
ず
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
土
木
工
事
と
埋
蔵
文
化

財
保
護
と
の
調
整
が
円
滑
に
運
ぶ

よ
う
、
お
早
め
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ

学
習
支
援
課
文
化
振
興
係

☎
62
３
３
４
２

 

オ
オ
ル
リ
シ
ジ
ミ
観
察
会

                       

参
加
者
募
集

　　

オ
オ
ル
リ
シ
ジ
ミ
は
環
境
省
絶

滅
危
惧
Ⅰ
類
に
選
定
さ
れ
た
非
常

に
希
少
な
蝶
で
、
本
州
で
は
飯
山

を
含
め
、
長
野
県
の
３
地
区
に
の

み
生
息
し
て
い
る
蝶
で
す
。

　

オ
オ
ル
リ
シ
ジ
ミ
保
護
活
動
の

説
明
を
受
け
な
が
ら
、
成
虫
の
観

察
、
里
山
保
全
の
意
義
を
学
習
し

ま
す
。

・
日  

時　
６
月
８
日
㈰

　
　
　

    

６
月
15
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
12
時

・
集
合
場
所　

飯
山
市
公
民
館

※
生
息
地
ま
で
バ
ス
で
移
動
し
ま
す
。

・
参
加
対
象　

飯
山
の
自
然
に
関

心
の
あ
る
一
般
、
親
子
（
小
中
学
生

と
保
護
者
）

・
募
集
人
員　

40
名

・
申
込
締
切　
５
月
30
日
㈮

◆
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
先

学
習
支
援
課
文
化
振
興
係

☎
62
３
３
４
２

外
様
公
民
館
＆
飯
山
市
公
民
館
共
催

　

か
え
る
の
学
校

　　

外
様
公
民
館
と
の
共
催
事
業

と
し
て
、
天
然
記
念
物
黒
岩
山
に

生
息
す
る
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
、
ク

ロ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
、
山
野
草
の

観
察
を
行
い
ま
す
。

◆
日　
時 

：
６
月
22
日
㈰

　
　
　
　
　

８
時
30
分
〜
12
時

◆
場　
所 

：
桂
池
周
辺　

　
　
　
　
　

※
小
雨
決
行　

   

◆
集　
合
：
飯
山
市
公
民
館
発

　
　
　
　
　

　
　
　

８
時
30
分

外
様
地
区
活
性
化
セ
ン
タ
ー
発

　
　
　
　
　
　
　
　

９
時　

◆
服　
装
：
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、

　

長
靴
な
ど
（
山
に
入
る
格
好
）

◆
対　

象
：
小
学
１
年
生
以
上

（
１
、２
年
生
は
要
保
護
者
同
伴
）

◆
持
ち
物:

タ
オ
ル
、飲
み
物
、

　

筆
記
用
具
、
雨
具
な
ど

◆
申
込
期
間
：
６
月
13
日
㈮

◆
申
込
先 ：
飯
山
市
公
民
館　

☎
62
３
３
４
２

外
様
地
区
の
方
は
外
様
公
民
館

☎
62
１
０
２
９

◆
そ
の
他:

参
加
に
あ
た
っ
て

は
、
保
護
者
の
承
諾
と
責
任
で

お
申
込
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
年
の
４
月
か
ら
Ｈ
Ｎ
Ｋ
イ
ブ

ニ
ン
グ
信
州
の
中
で
放
送
が
開
始

さ
れ
た
「
は
り
き
り
ご
長
寿
列

伝
」。
飯
山
市
公
民
館
サ
ー
ク
ル

の
26
パ
ソ
コ
ン
同
好
会
講
師
と
し

て
活
躍
中
の
高
主
精
一
さ
ん
の
取

材
の
一
環
と
し
て
、
サ
ー
ク
ル
活

動
の
様
子
が
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

　

26
パ
ソ
コ
ン
は
老
人
大
学
26
回

の
卒
業
生
が
集
ま
り
立
ち
上
げ
、

現
在
は
卒
業
生
以
外
の
方
も
一
緒

に
学
ん
で
い
ま
す
。

　

お
茶
飲
み
や
親
睦
会
な
ど
も

行
い
な
が
ら
、
楽
し
く
活
動
を
し

て
い
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
、
随
時
、
見

学
も
歓
迎
で
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
は
り
き
り
ご
長
寿
列
伝
」
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た

会員にていねいに教える高主さん

26
パ
ソ
コ
ン
同
好
会

公民館活動サークル紹介＆メンバー募集

みんなで楽しく学んでいます！

 

文
化
振
興
係
か
ら

　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

い
い
や
ま
ふ
る
さ
と
母
の
味

　
　
　
　
　

 

受
講
生
募
集

飯
山
市
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
企
画
展

「
追
悼
・
岩
上
隆
静
展 

千
曲
川
へ
の
思
い
」

が
開
会

　

４
月
15
日
㈫
、
平
成
26
年
度

最
初
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
企
画
展
と
し

て
、「
追
悼
・
岩
上
隆
静
展 

千
曲

川
へ
の
思
い
」
が
開
会
し
ま
し
た
。

会
期
初
日
に
あ
た
り
お
集
ま
り
い

た
だ
い
た
皆
様
の
様
子
か
ら
も
、

生
前
た
く
さ
ん
の
方
に
絵
の
指
導

を
さ
れ
て
い
た
故
岩
上
隆
静
さ
ん

の
お
人
柄
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
こ
の
企
画
展
で
は
、
こ
の
た
び

飯
山
市
へ
寄
贈
さ
れ
た
、
岩
上
さ

ん
を
代
表
す
る
水
彩
画
作
品
で
あ

る
「
千
曲
川
」
シ
リ
ー
ズ
の
う
ち
、

こ
れ
ま
で
他
で
は
ほ
と
ん
ど
展
示

さ
れ
て
い
な
い
44
点
を
展
示
し
、

岩
上
さ
ん
が
千
曲
川
に
込
め
た
思

い
に
寄
り
添
い
な
が
ら
そ
の
画
業

を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
上
流
か

ら
下
流
ま
で
の
２
１
３・５
㎞
の
間

で
見
ら
れ
る
四
季
折
々
の
ふ
る
さ

と
の
風
景
を
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
美
術
館
へ
足
を
運

ん
で
い
た
だ
き
、
岩
上
さ
ん
が
感

じ
た
季
節
の
風
を
、
感
じ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

・
会　

期　
６
月
１
日
㈰
ま
で

・
開　

館　

午
前
９
時
か
ら

　
　
　
　
　
　

午
後
５
時
ま
で

（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

・
休
館
日　

毎
週
月
曜
日

・
入
館
料　
一
般
３
０
０
円 

（
市
内
の
小
中
学
生
は
無
料
）

「どなたでもおまちしています」代表の山崎さん



で
は
今
後
も
奥
信
濃
の
じ
い
ち
ゃ

ん
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
、
こ
の
地
域
の

自
慢
で
き
る
と
こ
ろ
と
し
て
全
国

に
発
信
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
パ

ワ
フ
ル
で
ワ
イ
ル
ド
な
じ
い
ち
ゃ

ん
や
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
ら
、
鶴
と
亀
編
集
部
ま

で
お
気
軽
に
ご
連
絡
下
さ
い
！　　　
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人 権
学習シリーズ　

人
間
は
生
ま
れ
な
が

ら
に
「
人
権
」
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

人
権
と
は
、
人
間
が
人
間
ら

し
く
生
き
て
い
く
た
め
に
社
会
に

よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
る
権
利
の

こ
と
で
あ
り
、
生
ま
れ
た
瞬
間
か

ら
持
っ
て
い
る
権
利
で
、
日
本
国

憲
法
で
も
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
人
権
は
、
私
た
ち
が
社
会

で
幸
せ
に
生
活
し
て
い
く
た
め
に
必

要
か
つ
大
切
な
権
利
で
あ
り
、
私

た
ち
は
、
他
人
の
基
本
的
人
権
を

お
互
い
に
尊
重
し
合
う
と
と
も
に
、

そ
れ
を
自
分
た
ち
の
手
で
守
り
育

て
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

と
こ
ろ
で
「
人
権
の
世
紀
」
と

い
わ
れ
る
21
世
紀
に
入
っ
て
既
に

10
年
以
上
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

人
は
皆
、
そ
の
人
を
と
り
ま
く

周
囲
の
人
々
と
の
つ
な
が
り
の
中

で
生
き
て
お
り
、
学
校
、
地
域
、

家
庭
、
企
業
な
ど
た
く
さ
ん
の

人
々
と
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
企
業
に
つ
い
て
は
、
職
場

で
共
に
働
く
仲
間
、
取
引
先
、
顧

客
、
消
費
者
、
地
域
住
民
な
ど
実

に
多
く
の
人
々
と
直
接
的
又
は
間

接
的
に
関
わ
り
あ
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
人
と
の
繋
が
り
か
ら
成

り
立
っ
て
い
る
企
業
に
と
っ
て
、
人

権
と
関
わ
り
な
く
事
業
活
動
を
営

む
こ
と
は
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
と

言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
に
書
く
と
「
仕
事
と

人
権
っ
て
何
か
関
係
あ
る
の
？
」
と

思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
相

手
の
事
を
考
え
る
、
相
手
の
事
を
思

い
や
る
、
と
い
っ
た
人
権
の
視
点
を

も
っ
て
仕
事
に
取
り
組
む
こ
と
は
大

事
な
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

か
つ
て
企
業
は
、
経
済
活
動
の

み
で
評
価
さ
れ
た
時
代
が
あ
っ
た

の
は
事
実
で
す
。

　

し
か
し
、
経
済
活
動
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
や
技
術
革
新
が
進
む
に
つ
れ

て
、
企
業
が
社
会
に
与
え
る
影
響
は

増
大
し
て
お
り
、
そ
の
責
任
は
ま
す

ま
す
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
企
業
が
社
会
を
構
成
す

る
一
員
と
し
て
ど
の
よ
う
な
行
動

を
取
る
べ
き
か
を
問
う
「
企
業
の

社
会
的
責
任
」
と
い
う
考
え
方
が

定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

「
企
業
の
社
会
的
責
任
」
に
お
い
て

も
、
人
権
へ
の
取
組
は
中
心
的
課

題
の
一つ
と
な
っ
て
お
り
、
同
時
に

人
権
の
視
点
を
持
っ
て
取
り
組
む

こ
と
は
、
社
会
か
ら
の
強
い
要
請

で
も
あ
り
ま
す
。

　

職
場
に
お
い
て
、
従
業
員
一
人
一

人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
れ
ば
、
良

好
な
職
場
環
境
が
構
築
さ
れ
、
そ

の
結
果
と
し
て
、
従
業
員
の
働
く

意
欲
が
高
ま
り
、
生
産
性
の
向
上
、

　

突
然
で
す
が
、
今
、『
鶴

と
亀
』
っ
て
い
う
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー

に
載
っ
て
い
る
、
奥
信
濃
の
じ
い

ち
ゃ
ん
・
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
『
す
ご
い

カ
ッ
コ
イ
イ
！
』『
わ
た
し
も
こ
ん

な
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
な
り
た
い
！
』
と

言
わ
れ
、
全
国
で
人
気
な
ん
で
す
。

　

ぼ
く
は
そ
の「
鶴
と
亀
」と
い
う
、

じ
い
ち
ゃ
ん
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
主
役

の
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
を
つ
く
っ
て
い

ま
す
。

　

ぼ
く
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
飯
山

市
で
す
が
、
こ
の
辺
り
の
じ
い
ち
ゃ

ん
ば
あ
ち
ゃ
ん
て
本
当
に
パ
ワ
フ

ル
で
達
者
で
カ
ッ
コ
イ
イ
で
す
よ

ね
。
80
、
90
歳
過
ぎ
て
も
バ
リ
バ

リ
野
菜
や
米
を
つ
く
っ
た
り
、
朝

早
く
か
ら
除
雪
を
し
た
り
…
。
中

に
は
、
イ
ノ
シ
シ
や
マ
ム
シ
を
狩
っ

て
食
べ
る
の
が
楽
し
み
な
ん
て
い

う
、
か
な
り
ワ
イ
ル
ド
な
方
も
い

ま
す
よ
ね
。
こ
こ
で
暮
ら
し
て
い
る

と
そ
れ
が
普
通
で
、
な
ん
と
も
思

わ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
他

の
地
域
だ
っ
た
り
都
会
の
じ
い
さ

ん
ば
あ
さ
ん
と
比
べ
る
と
、
個
人

的
に
は
や
っ
ぱ
り
奥
信
濃
の
じ
い

ち
ゃ
ん
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
圧
倒
的

に
達
者
で
パ
ワ
フ
ル
な
じ
い
ち
ゃ
ん

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
十
分
こ
の
地
域
の
自
慢

で
き
る
と
こ
ろ
と
言
っ
て
い
い
と
思

い
ま
す
。と
い
う
こ
と
で
、「
鶴
と
亀
」

▲身近にいましたら、連絡をしてみてはどうでしょうか？

職
場
に
求
め
ら
れ
る
「
人
権
」
感
覚

　
　

長
野
地
方
法
務
局
飯
山
支
局
長　

北
原　

利
浩

マイ　★★
オピニオン
意見・私見

テ
レ
ビ
朝
日
「
ナ
ニ
コ
レ
珍
百
景
」

で
も
紹
介
さ
れ
た
フ
リ
ー
ペ
ー

パ
ー
（
無
料
配
布
の
本
）「
鶴
と

亀
」。
発
刊
す
る
や
い
な
や
、
す

ぐ
に
な
く
な
っ
て
し
ま
う
ほ
ど
の

人
気
で
す
。
今
回
は
編
集
部
の
小

林
直
博
さ
ん
に
よ
る
マ
イ
オ
ピ
ニ

オ
ン
で
す
（
太
田
公
民
館
）

自
慢
の
じ
い
ち
ゃ
ん
ば
あ
ち
ゃ
ん

                          　

 

鶴
と
亀
編
集
部　
小
林
直
博

　

４
月
23
日
㈬
、
平
成
26
年
度

飯
山
市
公
民
館
長
・
主
事
合
同

会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
の
冒
頭
、
本
年
４
月
１
日

付
け
に
て
、
新
任
さ
れ
た
公
民
館

長
へ
、
長
瀬
哲
飯
山
市
教
育
長
よ

り
辞
令
交
付
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

飯
山
市
地
区
公
民
館
長
会
正
副

会
長
の
選
出
も
行
わ
れ
、
互
選
に

よ
り
会
長
に
太
田
公
民
館
長
の
宮

澤
章
榮
さ
ん
、
副
会
長
に
木
島
公

民
館
長
の
浦
野
秀
人
さ
ん
が
そ
れ

ぞ
れ
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
秋
津
地
区
公
民
館
長

を
６
期
12
年
務
め
た
坪
井
久
さ
ん

と
、
柳
原
地
区
公
民
館
長
を
３
期

６
年
務
め
た
前
澤
政
宏
さ
ん
に
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
飯
山
市
公
民
館
の

運
営
方
針
や
各
公
民
館
の
事
業

実
績
と
計
画
の
報
告
、
長
野
県
・

北
信
・
飯
水
の
各
公
民
館
運
営
協

議
会
の
事
業
予
定
に
つ
い
て
話
し

合
わ
れ
ま
し
た
。

・
退
任
地
区
公
民
館
長 

 

飯
山
公
民
館
長 

宮
澤　

眞
一

秋
津
公
民
館
長 

坪
井　

   

久

柳
原
公
民
館
長 

前
澤　

政
宏

岡
山
公
民
館
長 

小
出　

正
敏

・
新
任
地
区
公
民
館
長 

 

飯
山
公
民
館
長 

中
野　

正
文

秋
津
公
民
館
長 

清
水　

基
良

柳
原
公
民
館
長 

望
月　

静
雄

岡
山
公
民
館
長 

北
條　
　

剛  

飯
山
市
公
民
館

  

館
長
・
主
事
合
同
会
議
開
催

創
造
す
る
力
を
未
来
へ
！！

第
34
回
飯
山
市
民
芸
術
祭

              （
展
示
部
門
） 開
催

　

第
34
回
飯
山
市
民
芸
術
祭
（
展

示
部
門
）
は
、
日
頃
の
学
習
の
成

果
を
発
表
す
る
場
と
し
て
、
飯
山

市
芸
術
文
化
協
会
が
主
催
と
な
り

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
月
12
日
㈯
13
日
㈰
に
、
飯
山

市
公
民
館
、
飯
山
市
美
術
館
を
会

場
に
開
催
さ
れ
24
団
体
、
個
人
10

名
が
参
加
、
数
多
く
の
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
来
場
者

は
４
４
８
名
を
超
え
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
、
大
勢
の
方
に
作
品

を
見
学
し
て
い
た
だ
く
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
来
場
さ
れ
た
方
々
は
、

熱
心
に
作
品
に
見
入
っ
て
い
ま
し

た
。
多
く
の
方
に
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

素晴らしい作品が並びました！

 

ふ
る
さ
と
館

   

〜
26
年
度　

 

　
　
　

  

企
画
展
の
ご
紹
介
〜

①
た
だ
い
ま
開
催
中
！

『
い
い
や
ま
の
四
季
を
は
こ
ぶ
昆

虫
や
鳥
た
ち
〜
す
べ
て 

出
会
い

が 

は
じ
ま
り
〜
』

市
内
の
特
徴
あ
ふ
れ
る
昆
虫
や

鳥
た
ち
の
姿
を
た
く
さ
ん
の
写
真

や
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
て
い
ま
す

期　

間　
６
月
15
日
㈰
ま
で

②
今
年
の
夏
は
！

『
飯
山
市
市
制
施
行
60
周
年
記
念

事
業　
ふ
る
さ
と
館
特
別
展
』

飯
山
市
60
年
の
歩
み
を
振
り
返

り
な
が
ら
新
た
な
市
の
未
来
を

考
え
ま
す
。

期　

間　
　
７
月
１
日
㈫
〜

　
　
　
　
　
　
　

 

８
月
17
日
㈰

③
い
よ
い
よ
今
年
は
！

『
飯
山
城
築
城
４
５
０
年
展
』

上
杉
謙
信
の
命
に
よ
り
築
城
さ

れ
て
４
５
０
年
。
市
の
シ
ン
ボ
ル
、

飯
山
城
の
魅
力
を
紹
介
。

期　

間　
９
月
６
日
㈯
〜

                    

 11
月
16
日
㈰

④
シ
リ
ー
ズ
第
２
弾
！

　
　
　
　
　
　
富
倉
地
区
共
催

『
い
い
や
ま
風
土
記
〜
と
み
く
ら

の
里
〜
』

　
と
み
く
ら
の
歴
史
を
、
な
つ
か

し
い
写
真
や
大
切
に
残
さ
れ
て
き

た
昔
の
道
具
・
文
書
で
振
り
返
り

ま
す
。

期　

間　

11
月
26
日
㈬
〜

　
　
　

 

平
成
27
年
１
月
18
日
㈰

⑤
春
が
近
づ
い
た
ら
！

『
飯
山
城
下
町
ひ
な
街
道　
ひ
な

人
形
展
』

た
く
さ
ん
の
ひ
な
人
形
た
ち
が
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

期　

間　

　

平
成
27
年
２
月
３
日
㈫
〜

　
　
　
　
　
　
　

 

３
月
22
日
㈰

・
今
後
も
た
く
さ
ん
の
企
画
展
で
、

飯
山
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
お
で
か
け
く

だ
さ
い
。

※
会
期
・
タ
イ
ト
ル
は
、
変
更
さ

れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

ふ
る
さ
と
館　

☎
67
２
０
３
０

飯
山
の
素
晴
ら
し
い
景
色
を
再
発
見

い
い
や
ま
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト

め
ぐ
り
参
加
者
募
集
！

　　

飯
山
の
素
晴
ら
し
い
景
色
を
一

緒
に
尋
ね
、
飯
山
の
魅
力
を
再
発

見
し
ま
せ
ん
か
？

　

今
回
は
各
地
区
館
の
専
門
部
員

（
広
報
部
員
）
に
推
薦
し
て
も
ら
っ

た
場
所
を
め
ぐ
り
ま
す
。

◆
日　
時 

：
６
月
１
日
㈰

　
　
　
　
　

８
時
30
分
〜
16
時

◆
場　
所 

：
飯
山
市
公
民
館
集
合

　
　
　
　
　
（
小
雨
決
行
）　   

◆
定　
員
：
15
名

◆
持
ち
物
：
お
昼
、
飲
み
物
、

　

雨
具
、
カ
メ
ラ
な
ど
、
各
自

　

必
要
な
も
の
（
※
歩
き
や
す

　
い
恰
好
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。）

◆
参
加
費
：
無
料

◆
申
込
期
間
：
５
月
29
日
㈭

◆
申
込
先 ：
飯
山
市
公
民
館　

　
☎
62
３
３
４
２

◆
そ
の
他:

申
し
込
ま
れ
た
方

に
は
、
再
度
ご
案
内
は
出
し
ま

せ
ん
の
で
、
直
接
飯
山
市
公
民

館
へ
ご
集
合
く
だ
さ
い
。

　

推
薦
し
て
も
ら
っ
た
場
所
に

よ
っ
て
は
、
バ
ス
は
使
わ
ず
に

ワ
ゴ
ン
車
に
分
乗
し
て
回
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

市制施行祝賀式（昭和29年 8月）

新
し
い
価
値
の
創
造
、
よ
り
よ
い

製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
い
っ

た
企
業
の
成
長
・
発
展
に
つ
な
が

り
ま
す
が
、
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
や
パ
ワ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
行
為
が
横
行
し
、
年
齢
・
性
別
・

国
籍
あ
る
い
は
障
が
い
の
有
無
な

ど
に
よ
っ
て
不
当
な
差
別
を
受
け

た
り
、
個
人
情
報
が
軽
視
さ
れ
、

顧
客
や
そ
こ
で
働
く
人
々
の
個
人

情
報
が
流
出
し
て
、
誹
謗
中
傷
や

犯
罪
の
対
象
と
な
る
と
、
企
業
が

有
す
る
人
権
感
覚
が
、
そ
の
組
織

の
活
動
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与

え
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
長
野
地
方
法
務
局
飯
山
支
局
で

は
、
飯
山
市
や
そ
の
周
辺
市
町
村

に
所
在
す
る
企
業
・
官
公
署
等
で

の
人
権
課
題
に
関
す
る
研
修
会
等

に
、
法
務
局
職
員
や
人
権
擁
護
委

員
を
講
師
と
し
て
派
遣
す
る
と
い
っ

た
活
動
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
料
金
は
無
料
で
す
。

　

講
師
派
遣
を
希
望
す
る
方
は
、

次
の
事
項
を
左
記
連
絡
先
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

①
企
業
又
は
団
体
名
②
所
在
地

③
連
絡
先
④
実
施
希
望
日
時
⑤

受
講
者
数
（
概
算
数
）
⑥
希
望

す
る
人
権
課
題
（
セ
ク
ハ
ラ
や
パ

ワ
ハ
ラ
防
止
な
ど
）

長
野
地
方
法
務
局
飯
山
支
局

総
務
係　

担
当　

佐
藤

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
０
２
６
９
62
２
３
０
２

Ｆ
Ａ
Ｘ　
０
２
６
９
62
４
８
４
６



緑
の
村
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
を
会

場
に
開
催
予
定
で
す
。

◇
岡
山
公
民
館
運
営
審
議
会

　

４
月
20
日
に
開
催
し
ま
し

た
。
本
年
度
の
事
業
計
画
・
予

算
が
承
認
さ
れ
、
公
民
館
活
動

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

新
北
條
剛
館
長
を
中
心
に
集

落
館
長
・
専
門
部
員
と
協
同
し

な
か
ら
、
事
業
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
多
く
の
皆
様
の
参
加
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◇
岡
山
地
区
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

６
月
15
日
㈰
に
開
催
予
定
で

す
。

◇
飯
山
公
民
館
運
営
審
議
会

　
４
月
12
日
㈯
午
後
、
平
成
25
年

度
事
業･

決
算
報
告
、
平
成
26
年

度
事
業
計
画･

予
算
案
等
を
審
議

し
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
年
か
ら
地
区
館
長
は

宮
沢
眞
一
館
長
か
ら
中
野
正
文
館

長
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
、
新
年

度
公
民
館
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

◇
飯
山
人
権
政
策
推
進
協
議
会
総
会 

　
公
運
審
と
併
せ
開
催
さ
れ
、
平

成
25
年
度
事
業･

決
算
報
告
、
平

成
26
年
度
事
業
計
画
を
審
議
し
承

ぎ
、
保
育
園
の
み
な
さ
ん
や
通

り
が
か
っ
た
方
々
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
ま
し
た
。
ご
寄
贈
い

た
だ
い
た
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◇
カ
タ
ク
リ
観
察
会

　

五
束
活
性
化
委
員
会
主
催
に

よ
り
４
月
20
日
㈰
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
市
内
外
か
ら
の
50
名

近
い
参
加
者
と
と
も
に
、
カ
タ

ク
リ
だ
け
で
な
く
ヒ
メ
ア
オ
キ

や
県
の
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ

れ
て
い
る
ホ
ク
リ
ク
ネ
コ
ノ
メ

な
ど
を
観
察
し
、
多
様
な
植
物

が
自
生
し
て
い
る
こ
と
を
実
感

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◇
太
田
地
区
球
技
大
会

　

６
月
15
日
㈰
戸
狩
小
学
校
と

設
コ
ー
ス　

　
お
申
し
込
み
は
、
常
盤
地
区
活

性
化
セ
ン
タ
ー
☎
62
３
２
０
０
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◇
旅
行
の
楽
し
み
方
講
座
を
実
施

　
太
田
公
民
館
長
の
宮
澤
章
榮

さ
ん
を
講
師
に
海
外
旅
行
の
楽
し

み
方
に
つ
い
て
、
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
宮
澤
さ
ん
が
経
験
さ

れ
た
旅
行
先
に
つ
い
て
、
写
真
を

交
え
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
受

講
生
か
ら
は
、「
次
回
は
実
践
編

を
お
願
い
し
た
い
」
と
の
リ
ク
エ

ス
ト
も
あ
り
ま
し
た
。

◇
鯉
の
ぼ
り

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
太
田
公

民
館
の
庭
先
に
鯉
の
ぼ
り
が
泳

 

◇
水
梨
子
沢
カ
タ
ク
リ
鑑
賞
会
・

勘
介
山
古
墳
学
習
会

　

５
月
３
日
（
土
・
祝
）
に
開

催
し
、
カ
タ
ク
リ
の
群
生
や
多

く
の
山
野
草
を
観
察
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
の
史
跡
文
化
財
に

も
指
定
さ
れ
て
い
る
勘
介
山
古

墳
（
飯
山
地
域
で
初
め
て
発
見

さ
れ
た
前
方
後
方
墳
）
の
学
習

会
も
行
い
、
地
元
の
自
然
と
宝

物
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

◇
秋
津
地
区
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

６
月
15
日
㈰
午
前
10
時
か
ら
と

ん
ぼ
の
里
公
園
（
秋
津
農
村
公

園
）
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

で
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

講師の高橋さんの説明を聞きます

◇
第
19
回
外
様
公
民
館
長
杯
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

日　

時
：
６
月
１
日
㈰
午
後
１
時
〜

場　

所
：
長
峰
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

◇
か
え
る
の
学
校

日　

時
：
６
月
22
日
㈰
８
時
30
分

か
ら
（
詳
し
く
は
29
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
）

◇
第
８
回
常
盤
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大

会
（
申
込
受
付
中
）

　

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
の
基
本
は
走

る
こ
と
で
す
。さ
あ
、若
人
よ
、レ
ッ

ツ
・
エ
ン
ジ
ョ
イ
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
！

日　

時　

６
月
１
日
㈰
午
前
９

時
〜　

場　

所　

常
盤
保
育
園
周
辺
特

◇
第
22
回
木
島
地
区
レ
デ
ィ
ー

ス
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

６
月
８
日
㈰
木
島
小
学
校
を

会
場
に
開
催
し
ま
す
。

◇
第
44
回
瑞
穂
地
区
球
技
大
会

　

６
月
８
日
㈰
開
催
予
定
で

す
。
今
年
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
も

加
わ
え
て
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
合
わ
せ
て
３

種
目
で
の
開
催
を
計
画
し
て
お

り
ま
す
。

　

大
勢
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

◇
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・
マ
レ
ッ
ト
ゴ

ル
フ
大
会

　

５
月
25
日
㈰
飯
山
市
屋
内

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
・
長
峰
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
で
開
催

し
ま
す
。

◇
初
夏
の
茶
話
会

　
湯
の
入
荘
へ
行
っ
て
み
ま
し
ょ
う

日　

時　
６
月
６
日
㈮

　
　
　
　
　
　

 

午
前
か
ら
午
後

　

温
泉
に
入
っ
た
り
、
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
の「
脳
い
き
い
き
教
室
」や「
転

倒
予
防
教
室
」
の
見
学
な
ど
を
行

い
ま
す
。

柳

原

認
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
本
年
か

ら
予
算
に
つ
い
て
は
、
公
民
館
予

算
で
対
応
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
引
き
続
き
コ
ー
チ
ン
グ
ア
カ

デ
ミ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
森

田
真
佐
男
さ
ん
を
講
師
に
「
地
域

や
家
庭
で
活
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
術
〜
人
付
き
合
い
が
ラ
ク

に
な
る
３
つ
の
ヒ
ン
ト
〜
」
と
題

し
飯
山
地
区
人
権
学
習
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

◇
飯
山
地
区
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会 

日    

時　
５
月
25
日
㈰ 

開
会
式　

午
前
６
時
30
分　

長
峰
多
目
的
運
動
広
場 

会
場
及
び
試
合
開
始
時
刻

・
長
峰
多
目
的
運
動
広
場　

午
前
７
時 

・
飯
山
小
・
城
南
中
グ
ラ
ウ
ン
ド

午
前
６
時
30
分 

　

各
会
場
で
リ
ー
グ
戦
を
行
い
、

１
位
の
チ
ー
ム
が
午
後
に
長
峰
多

目
的
運
動
広
場
で
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
を
行
い
ま
す
。 

◇
飯
山
地
区
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会 

日   

時　
６
月
22
日
㈰ 

開
会
式　

午
前
８
時
30
分
、
競
技

開   

始　

午
前
９
時 

会  

場　

長
峰
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

コ
ー
ス 

チ
ー
ム
編
成　
同
一
字
町
ペ
ア(

男

女･

男
男
・
女
女
・
親
子) 

※
字
町
公
民
館
よ
り
回
覧
チ
ラ
シ

を
回
し
ま
す
の
で
６
月
９
日
㈪
ま

で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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飯

山

太

田

木

島

外

様

常

盤

富

倉

岡

山

秋

津

瑞

穂

旅行に行きたくなる講演会でした

「死ぬまで元気」はみんなの願い

北條新館長のもと、スタートを切りました！

中野新館長のもと、公民館が動き出しました！

ふ
る
さ
と
館
友
の
会
と
は

　

ふ
る
さ
と
飯
山
の
自
然
・
歴

史
・
文
化
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と

し
、
市
内
文
化
財
な
ど
の
見
学
や

講
座
、
調
査
・
研
究
活
動
、
文
化

施
設
の
視
察
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
お
よ
そ
１
２
０
名
の
方
が
会

員
に
な
っ
て
い
ま
す
。

年
会
費　
２
０
０
０
円

友
の
会
の
活
動

▽
学
習
会

　
ふ
る
さ
と
「
飯
山
」
を
学
ぶ
た

め
に
、
専
門
家
に
よ
る
講
演
会
や

調
査
活
動
、
研
修
視
察
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
会
員
相
互

に
よ
る
発
表
会
や
学
習
会
、
展
示

会
な
ど
も
開
催
し
ま
す
。

▽
調
査
・
研
究
活
動

　

初
心
者
か
ら
研
究
者
の
会
員

ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
沿
っ

た
ふ
る
さ
と
学
習
を
支
援
し
ま

す
。
閲
覧
可
能
な
館
所
蔵
の
資
料

を
使
い
、
自
由
に
調
査
し
て
い
た

だ
け
ま
す
。

▽
ふ
る
さ
と
館
機
能
の
充
実　

　
ふ
る
さ
と
館
は
市
民
の
皆
様
と

協
働
で
、
よ
り
進
化
し
た
施
設
へ

と
発
展
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
そ
の

中
心
に
友
の
会
を
置
き
、
ふ
る
さ

と
館
を
核
と
し
た
「
ふ
る
さ
と
飯

山
づ
く
り
」
を
進
め
ま
す
。

▽
会
員
特
典

・
ふ
る
さ
と
館
入
館
料
が
年
間
無
料

・
ふ
る
さ
と
館
主
催
の
行
事
の
参

加
費
免
除

・
会
誌
「
奥
信
濃
文
化
」（
研
究

誌
年
２
回
発
行
）
を
配
布

・
友
の
会
た
よ
り
に
て
、
随
時
ふ

る
さ
と
館
情
報
を
お
知
ら
せ

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

ふ
る
さ
と
館　

☎
67
２
０
３
０

ふ
る
さ
と
館
友
の
会
会
員
募
集
中
！

　
飯
山
の
歴
史
風
土
と
文
化
財
を
学
び
、守
る
活
動
を
一
緒
に
し
ま
せ
ん
か
？

　

ふ
る
さ
と
飯
山
の
自
然
・
歴
史
・
文
化
に
興
味
の
あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で

も
ご
入
会
い
た
だ
け
ま
す
。

海野宿視察のようす

秋津の「宝物」を再認識しました
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開館時間と休館日
＜開館時間＞  火～金9：30～18：00
　　　　　  土・日9：30～17：00
 ＜定 休 日＞   月曜日・祝祭日・年末年始

◇ 図書館カレンダー ◇

の日は休館です。

図書館
ニュース

6/１ 日 休館日

休館日・蔵書点検日

７ 土 休館日
８ 日 休館日

休館日・蔵書点検日

12 木 10:30～絵本とわらべうたの会
13 金 移動図書館車②コース
14 土
15 日 10:00～ブックスタート
16 月 月曜休館
17 火
18 水 移動図書館車①コース

19 木 10:30～絵本とわらべうたの会
11:10～親と子の絵本講座①

20 金 移動図書館車④コース
21 土
22 日 10:30～おはなしひろば
23 月 月曜休館
24 火
25 水 移動図書館車③コース

26 木 10:30～絵本とわらべうたの会
11:10～親と子の絵本講座②

27 金 移動図書館車②コース
28 土
29 日 10:30～おはなしひろば
30 月 月曜休館

らいぶらりいブックレビュー
こんなのもあります

旬の本・話題の本・意外な本

よ
み
も
の

池
上
彰
の
教
養
の
ス
ス
メ

ソ
ニ
ー
失
わ
れ
た
20
年

『
は
だ
し
の
ゲ
ン
』
を
読
む

弱
く
て
も
勝
て
ま
す

ア
ン
の
ゆ
り
か
ご

新
し
い
お
と
な

大
人
の
流
儀 

４

あ
な
た
と
話
す
と
元
気
に
な
る

高
齢
者
が
働
く
と
い
う
こ
と

ネ
ッ
ト
依
存
症
か
ら
子
ど
も
を
救
う
本

毎
日
が
と
き
め
く
片
づ
け
の
魔
法

は
じ
め
て
で
も
カ
ン
タ
ン
！
お
い
し
い
ベ
ラ
ン
ダ
野
菜

池
上
　

彰

原
田
節
雄

田
口
ラ
ン
デ
ィ

高
橋
秀
実

村
岡
恵
理

石
井
桃
子

伊
集
院
静

斎
藤
茂
太

ケ
イ
ト
リ
ン　
リ
ン
チ

樋
口
　

進

近
藤
麻
理
恵

小
島
理
恵

生
活
・
社
会
・
趣
味

    

直
木
賞

受
賞
エ
ッ
セ
イ 

     

集
成

 この本には、今年1月で150回
を迎えた直木賞の2001年1月
（第124回）から2014年1月（第
150回）までの受賞エッセイ、も
しくはインタビューがおさめられ
ています。受賞後も第一線で活
躍し続ける作家たちの読みごた
えある文章が楽しめます。

天
地
雷
動

忍
者
月
輪

海
う
そ

私
に
似
た
人

紫
匂
う

豆
の
上
で
眠
る

王
朝
小
遊
記

紅
け
む
り

刑
事
の
約
束

星
よ
り
ひ
そ
か
に

伊
東
　

潤

津
本
　

陽

梨
木
香
歩

貫
井
徳
郎

葉
室
　

麟

湊
か
な
え

諸
田
玲
子

山
本
一
力

薬
丸
　

岳

柴
崎
友
香

新 着 図 書 案 内

●絵本の選び方や楽しみ方など
について、図書館司書がわかり
やすくお話しします。

　

子
ど
も
の
時
期
は
あ
っ
と
い
う

間
に
過
ぎ
て
い
っ
て
し
ま
う
も
の

で
す
。
そ
の
う
え
、
感
受
性
豊
か

で
吸
収
力
の
高
い
時
期
で
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
短
い
貴
重
な
時
期
を

逃
さ
ず
、
絵
本
を
あ
た
え
る
こ
と

が
で
き
た
ら
、
ど
ん
な
に
す
ば
ら

し
い
で
し
ょ
う
。

　

親
子
で
気
持
ち
を
通
い
合
わ

せ
、
お
互
い
に
笑
い
あ
う
こ
と
、

同
じ
も
の
を
見
つ
め
、
愛
し
く
感

じ
る
こ
と
。
親
子
で
絵
本
を
楽
し

む
こ
と
の
大
切
さ
を
、
一
緒
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

講
座
は
全
４
回
で
す
が
、
子
ど

も
の
発
達
段
階
に
そ
っ
て
内
容
を

組
ん
で
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望

の
回
だ
け
参
加
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

　

講
座
一
回
あ
た
り
約
30
分
間
を

移動図書館車ゆきつばき号巡回日程表（平成 26 年 6 月～ 7 月）

巡
回
日

１コース 水曜日 ２コース 金曜日 ３コース 水曜日 ４コース 金曜日
北原公会堂 今井生活改善センター 温井多目的センター ＪＡ太田出張所前

9：50～ 10：10 10：00～ 10：20 10：00～ 10：20 10：00～ 10：20
柏尾公民館 千曲荘前 蕨野ふるさと館前 柳沢公会堂

10：15～ 10：35 10：25～ 10：50 10：30～ 10：50 10：25～ 10：45
戸隠公民館 旧戸狩セブンイレブン前 戸狩温泉スキー場瀬木駐車場 小泉集落センター

10：45～ 11：05 10：55～ 11：15 10：55～ 11：15 10：55～ 11：15
下水沢公会堂 大塚生活改善センター 顔戸公会堂 外様活性化センター

11：10～ 11：30 11：20～ 11：40 11：25～ 11：45 11：25～ 11：45
小沼倉科商店前 西大滝旧鈴木病院 坂井多目的集会所 旧ＪＡ富倉支所付近
11：35～ 11：55 2：20～ 2：40 1：50～ 2：10 2：00～ 2：20

関沢農業生活改善センター 藤沢多目的集会所 ふっくら工房ふるさと前 市ノ口公会堂付近
2：25～ 2：45 2：45～ 3：05 2：15～ 2：35 2：40～ 3：00
神戸公民館 馬場集会所 上組公民館 小佐原公会堂

2：55～ 3：15 3：10～ 3：30 2：50～ 3：10 3：05～ 3：25
福島公民館 和水多目的センター 深沢公会堂 山口公会堂

3：20～ 3：40 3：35～ 3：55 3：20～ 3：35 3：30～ 3：50
戸那子構造改善センター 岡山活性化センター 茂右エ門新田区民センター 笹川公民館
3：50～ 4：10 4：00～ 4：20 3：40～ 3：55 3：55～ 4：15
常盤小学校付近 秋津中央公会堂 南条生活改善センター
4：20～ 4：40 4：05～ 4：25 4：20～ 4：40

中町神社道路付近
4：30～ 4：50

 6 月 18日
 7 月 2日・16日・30日
 8 月 13日・27日
 9 月 10日・24日

 6月 13日・27日
 7 月 11日・25日
 8 月 8日・22日
 9 月 5日・19日

 6月 25日
 7 月 9日・23日
 8 月 6日・20日
 9 月 3日・17日

 6 月 20日
 7 月 4日・18日
 8 月 1日・15日・29日
 9 月 12日・26日

      　
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
時
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

            　
　
　
　

  

郷
　
　
土

縄
張
図
・
断
面
図
・
鳥
瞰
図
で
み
る

　
　

 

信
濃
の
山
城
と
館　
３
〜
７

「
峠
の
合
戦
食 

開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
報
告
書
（
Ｈ
25
）

宮
坂
武
男

飯
山
商
工
会
議
所

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

会
場
は
２
階
の
絵
本
室
で
、
参

加
費
は
無
料
で
す
。

　

市
内
保
育
園
・
幼
稚
園
に
ご

案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
市
保
健
セ
ン
タ
ー
に
も
チ
ラ

シ
（
申
込
書
）
を
置
い
て
あ
り
ま

す
。

　
な
お
、
電
話
で
の
申
し
込
み
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。　

実施日等 午前１1時10分～　　親と子の絵本講座の内容

 6月19日（木） ①０歳からの絵本どんな絵本を読んであげたらいいの？

 6月26日（木） ②３～４歳頃の絵本 絵本の楽しみ方がぐんと広がる「黄金期」。空想の世界への入口です。

 7月3日（木） ③昔話について 昔話って語り継がれてきているだけに
「特別」なものを持ってるの。

 7月10日（木） 読みもの
科学絵本

絵本→長いお話ってハードル高い？
5・6歳の頃にはこんな本たちを。

楽
し
さ
い
っ
ぱ
い
の
図
書
館
へ
行
っ
て
み
よ
う
！

「
親
と
子
の
絵
本
講
座
」
参
加
者
募
集

文
　
　
庫

ジ
ー
キ
ル
博
士
と
ハ
イ
ド
氏

ま
ぼ
ろ
し
の
城

斜
陽

怪
し
い
人
々

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ソ
ン

池
波
正
太
郎

太
宰
　

治

東
野
圭
吾

発行所
株式会社 文藝春秋

５
月
29
日
〜
６
月
11
日 

は
蔵
書
点
検
の
た
め
休
館

　

５
月
29
日
㈭
か
ら
６
月
11
日

㈬
ま
で
の
14
日
間
は
、
蔵
書
点
検

作
業
の
た
め
休
館
と
な
り
ま
す
。

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

図
書
館
で
は
、「
絵
本
と
わ
ら

べ
う
た
の
会
」
や
「
お
は
な
し
ひ

ろ
ば
」
な
ど
、
親
子
が
楽
し
く
遊

べ
る
企
画
を
毎
週
ご
用
意
し
て
い

ま
す
。
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
は
も

ち
ろ
ん
、
歌
を
歌
っ
た
り
、
か
ら

だ
や
手
足
を
動
か
し
て
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

▲おはなしひろば
毎週日曜日（第2を除く）
10時30分から（30分程度）
対象：就学前児童～小学校低学年

▲絵本とわらべうたの会
毎週木曜日
10時30分から（30分程度）
対象：乳幼児

　　　※6～9月分の4か月分を掲載しました。10月分以降は9月号へ掲載します。

２
〜
６

月
〜
金

９
〜
11

月
〜
水

④


